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In this study， the factors that may bring about e百'ectsand influence by what is known as 

“collabor叫ive1earning" have been considered based on previous studies， class1'oom practices and 

questionnaires. Some e庄'ectsof “collaborative 1e訂 illng円 町 ethought to be improvement of 1earning 
motivation， acquisition of know1edge， deepening of thought and the deve10pment of communication 

skills. When a fundamental base fo1' active listening， exammmg 1earning tasks， and need for 

discussion is prepa1'ed， motivation fo1' 1earning inc1'eases. In addition， visualization of th立並ung但ld

its revoicing have been found to be effective components fo1' the deepening of thought. 

[キーワー ド] 学習意欲，知識の習得，思考の深化，コミ ュニケーション能力， 聴き合う関係

1 問題の所在と方法

( 1)問題の所在及。噺究の背景

カッとなってすぐ暴力を振るう子どもがし、る。

「判交がつまらな川Ji朝交に行きたくない。」と

しづ子どもがいる。原因として考えられることの

1つ目は， うまくコミュニケーションをとること

が難しし、ことである。2つ目に，字業不振がある。

学びに楽しさを感じられず， 自暴自棄になり，主

体的に学ぶことができなくなっている。

杉江(2011)は，イ計要に支えられた人間関子、のも
とで， 人はもっとも強く意欲づけられるとしづ。

コミュニケーション能力と主体性は，大きく関わ

り合っている。筆者は， 他者と関わり合う コミュ

ニケーション肯E力と学習の主体性に， 今日の子ど
もたちの課題があり，それらを解決するものが，

子どもたちの学びを中核に据えた「協働的な学習」

にあると考えた。

「協働的な学習」 は，聴き合う関係の中で，成

り立つO 一人ひとり違った考えを持っていたり，

学力差があったりする中で，自分の考えを主体的

に出し合い， 課題を解決してして。21世紀はグロ
ーパノレイヒが一層進む日割tで、ある。多様な価値観，
自分とは異なる文化や歴史に立脚する人々ととも

に，正解のない課題，経験したことのない課題を

解決していかなければならない(文部科学省 3

2011)。そんな瑚tだからこそ i闘動的な学習j
の意義は大きしLその一方で i協働的な学習Jは，

知識王朝平の向上に本当につながるのだろうかとい

う不信感がある。また，下位の子どもにとっては

いいが， 上位の子どもたちにとって有事bかなどと
いう声も聞かれる。よって本研究で、は， コミュニ

ケーション能力や主体性を含む協働的な学習の効

果とその効果に影響を与える要因を探ってし、く。
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(2)研究の目的

さまざまな朝交の研究主題に着目すると i肋均か込小か

わり杭Ji交j流荒配」などのキ一ワ一 ド

が多いO 多くの朝交では，子どもたち同士の高め

合いに課題意識を持ち，これから必要な力で、ある

と考えている結果であろう。筆者自身もそのよう

に考えてきたが，ただ漠然と考えていただけであ

った。本研究では， iかかわりJi交流」から成り

立っと考えてきた学習を捉え直し，人が学ぶとい

う行為を分析的に捉えるところから，協働的な学

習における機能を考えてして。学びが成立するた

めに必要なものはどんなものなのか。子どもたち

はどんなやり取りの中で学びが成立させていくの

かを検討していきたい。そして，その結果として

学力が向上しているのかを子どもの姿を通して分

析していくことが，本研究の目的である。

(3)研究の方法

① 「協働的な学習」とは一体どのようなものなの

か，先行研究を調査し整理する。

包 1世紀を生きる子どもたちに必要とされる 「学

力」とは何かを，先行研究を調査し整理する。

③勤務校や鞠哉専門実習皿で実践した授業および

アンケー卜調査の結果を子どもの学びの姿や教

師の支援の仕方などから分析する。

④これまでの研究の結果より，成果と課題lこつい

て考察する。

2 先行研究の検討

(1) i協{動的な学習」とは

藤江 (2010)は，複数の人聞が相互作用を通し
て学び合うことを「協働学習 (collaborative 

learning) J ~ ¥;、う。ノl柴田内で課題を分担して作
業を行う 「共同J(co←operation:同じ対象に働き



かける)とノl集団として何かを共有していく「協
働J(collaboration:ともに働く)は別のものι考
えられている(秋田， 2000)。また「協同]Jは，集

団内で成員同士が同時に目標を達成するような相

互行動で、あるとされる(劇宰， 2008; Johnsonら，

1984)。協働は，作業の均一な配分M 減員の士主主「

性を前提とするのではなく，成員聞の異質性，活

動の多様性を前提とし，異質な他者との相互作用

によって成立する活動のありょうを指すのである。

教室でいえば，ひとりひとり固有の学習経験や生

活経験を背負って集まってくる子どもたちの，多

様な授業参加を酎甘是として認識を共有していくよ

うな活動のあり方を指す犠江， 2010)。

佐藤 (2012)は i協力的学び (cooperative

learning) Jと「協同的学び (collaborative 

learning)Jの違いを次のように述べている。「協

力的学び」が教育心理学の関係者によって「協同

的学び」 と翻訳されたために，混乱が生じている。

そのため心理学分野の研究者は3 しばしば遣いを

明瞭にするために「協同的学び (collaborati ve 

learning)Jを「協働学習JI協調学習」とし、う訳

語でま現してきt~ 佐藤学氏の提唱する「協同的

学び、」はcollaborative learningであり，心理学

の研究者た~ïÒ\ I協働学習Ji協調学習」と呼んで

しもものと同じである。本苛院における協働的な

学習も collaborative learningであり，その意味

で「協倒'JJと 「協同」は同ーと捉える。

では，相互作用とはどんなもので、あるか。人間

集団とその行動とを研究するための，あるI盟支明
確なアプローチのラベルとして使用されてきた

トンンボリック相互作用論」には， 3つの明快な

前提に立脚がある。第lの前提は，人間は，もの

ごとが自分に対して持つ意味にのっとって，その

ものごとに対して行為するとし、うものである。第

2は，このようなものごとの意味は，個人がその

仲間と一緒に参加する社会的相互作用から導き出

され，発生するということである。第3は，この

ような意味は，個人が自分の出会ったものご、とに

対処する中で，その個人が用いる角朝、の過程によ

ってあっかわれたり，修正されたりするというこ

とである(ブルーマー， 1991)。人間集団とは他者

に対して何をすべきかを定義し，他方では，他者

の定義を角特Rするということから成り立つ。この

過程を通してお互いの活動を適合させ， 自分自身

の個人的行動を形成していくことになる。教室の

中の子どもたちは，学習内容や耕寸を通して相互

作用を行い，学びを形成することとなる。

ヴ、イゴツキーは2 学びにおけるカミカミわりの重要
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性を指摘する。(発達の最近接領域とは，子ども

が自力で問是E解決できる現時点での発達水準と，
f也者からの援助や協力によって解決可能となる，
より高度な潜在的発i駄準の聞の範囲のことであ

る。教育の役割は， この領域に働きかけることで

現時点での発達水準を引き上げるとともに潜在的

な発音k準を拡げることである傭T，2010)。さ
らにヴィゴツキーは，協同学習の重要性を強調し

ている。子と。もは，協同学習のなかでは，つねに

自分一人でするときよりも多くのことをすること

ができる。周囲の子どもたちの考え方ペやり方を

見て学び，模{~州一ることで，できないこと もでき

るようになる。(発達の最近接領域の範囲にある

課題については，協同のなかで達成が可能になる

のである(柴田， 2006)。

杉江 (2011)は，協同学習は，授業の進め方の

技法に関する理論ではなく，判:交のすべての場面

における子どもの学習に対する支援の基盤にある

基本原理に関する理論であると位置づけた。「集団

の仲間全員が高まることをメンバー全員の目標と

する」ことを基礎に置いた実践すべてが協同学習

であるという。

本研究のi協働的な学習とは，これらの考えに基
づくものであり，一人一人のよりよい自分になり

たいという目標に向かい，相手の成長が自分の喜

びととらえることができる教育の基木原埋に関す

る理論である。

(2) i協倒的な学習」の効果

秋田(2010)は，l%h働学習の利点を心理自〈五郎呈に
即して考え，次の4つにまとめている。第 lには，

説明や質問を行うことで自分の不明確な点が明ら

かになり，より深く理拍手できるようになる理解深

化という d点。第2には，集団全体としてより豊か

な女同哉ベースを持つことができるので，限られた

時間内で¥目、考が節約で、き，アクセス可能，利用可

能な知識が増える点。第3には3 相手の民応時等

の社会的手がかりlこよって， 自己の認知噛程や思

考のモニタリング(評価調整)ができる点可そし

て第4には，やりとりをすることで参加への馴設

が高められ，同じ意見や活動を共有することによ

って，グノいープ(徒党)意識が高まる点である。

どんな学びも個人で行われることはない。個人

で行えるのは「練習」と「言己憶」だけである。一

人残らず子どもの学びの樹~Ijを実現するためには，

協同的学びによって子ども同士が学び合うより他

はない(佐藤， 2012)。協働学習仕すべての子ども

に学習に参加していくための援助を，適切に行う

ことができる機会である。



より大きな利益を受けるのは，できない子ども

ではなく，実はできる子どもである。言語化する

ことで自分の不明な点を明らかにでき，より自覚

的になる。自分のことばで言し沖奥えができること，

自分で説明することが理轄を深めることは，最近

の教育心理学で明らかにされている知見である

(秩田， 2012)。秋田(2010)を始めとする先行文献

や実践をもとに，筆者が考える協働的な学習の効

果を表lの4点にまとめた。

表1.i協働的な学習」の効果

1 みんなで目的を渇戎させる満足j~，充実惑を味わい，主体的に

取り組む彊r.o:を持つことができる。

2 中窃玄し可制語劇コ習得と思考の，軍司ヒを行うことができる。

3 r;1分と友達の考えを依り合わせながら，互いを理解し合うコミ

ユ二ケーション能力を身に付けることができる。

4 茄垂や自分のI}j)援を感じながら，自分自身を見つめることがで

きる。

3 実践と結果

本研究の実践は，所属校である山形県内A小学

校およひ湾問哉専門実習皿で配属された山形県内 B

小学校で、行った。以下の実際日告は，上記A小学

校4年生において実践した内容を中心にしている。

[事例1]

学年，教科.第4学年，国語科

単元名:rわくわく ドキドキの物語を書こう。J(表
2) 

実践日時 :平成25年6月18日ωて)
本時の目標:場面が生き生きとする要素に着目し，
物語に対する自分の想像を広げたり深めたりす
ることができる。

表2単元計画

時敬 主な学習内容
1. 2 

l 戦哨幡町判明しをM l 
(1 )耕市による概和読み聞かせを聞く。物語の回目みを静〈る。
(2)物語っくりを臨月、め，自づW刈嫁吾をつくる言11面をたてとゐ
2 4鋸苦のf高額を想i卑し，場面ごとにくわしし、|村正証を考える門

:1. ~ (1 )都、てみたい世界を考える。
¢沖，C，.、人物と登場人物を考える。
@溺長部η舞台を考える。
③あらすじを考えるe

5-7 @剣材械を考えるe
(2)場面ごとにくわししV曹を考える。
江鴻面カ ド含つくる。

8-10 @t.作会を書く。
本草寺

(3)友選こ場面カードを見せながら，物語在沖持管.を紹介する凶(全10'1-1 
体で前半後半)

11-12 (-1)メモをもとに牧草Eを書く。
3 ]j}斗こ{らもを読み合って交流する。

13-(<( (J)岳、に作品を討み合い，よさを認ぷ沿ったり，修正を加えた
りする。
(2)図書蜜こ可嫁吾コーナー"を設ける臼
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(1)単元全体を通して

①明確な課題による主体的な活動

単元の導入時に，r自分が創った“世界に1つだ
けの物語"を図書室において，物語コーナーを作

り，全校のみなさんに読んでもらおう。Jと問し、か

けた。ゴPーノレが明確で，子どもの気持ちに沿った

単卦蕎成を行うことにより，めあてに向かし、必要

性を感じながら話し合いを行っていた。その結果，

学習への意欲が持続し，明確な課題に向かつて子

どもたちは主体的に活動してし、た

②思考の可視化による思考の深化

4月から日常的にオープンクェスチョンで聴く

ことを積み重ねてきたホワイ 卜ボー ドの活用に

より，思考をすぐに司視化でき，考えを共有しな

がら，より深く言葉を吟味していた。オープンク

ェスチョンで聴き合う関係を作ったり，ホワイト

ボードを用いて考えを可視化させたりすることで，

思考の深化を図ることができた。

(2)グループ学習において

『ふしぎな世界』としづ題で物語を書いている

B 児。第 l場面の最後に急に辺りが怯しくなり，

目をつぶる。 「目を開けると ・・・ Jから始まる第

2場面の気付きの交流である(表3)。

表3.B児の作品への子どもの発話
A児:r突然こんな声がしたιというところで，キョロキョロ貝回
すとか， ここはどこだろう，とカ河:::'R空犠な気持ちを入れた方が
いいんじゃないて寸功込
B児 (ウンウン頓きながら)このへん?
A児 「突然こんな声がしたjのところ1;:"
B児.どんf点持t?o
A児 キョロキョロ貝回したとか.λfなんだっけ。ドキドキJ感と
か，不思議とか・-
B兇・(メモをとる)
A児。 「ここはどこなんだろう。Jrおかしの世界なん1己」未3かしの
世界ってわかったの?どうし、うところで分かったんです『か?
s!日係会をさしながら)お1)、しの家とか・・
A児 じゃt0-そうし、うことを都、て・・
日児 怖をさしながら)このへんlこ。
A児:;jol)、しのIII:Wつてはっきり言たなし、でP モヤモヤとしておい
て，家を見つけてお7)、しの世界だと分かった方方九%、 ここで
はまだおかしの世界ってわかつてなし、から，不思議な快界と
か，ここはどこなんだろうっという，まゅの気持ちを入れてか
ら.おかしの世界と分かった}jがし、し￥

B児はA児との交流を受け，主人公の不思犠な

気持ちを表現しようと言葉を捉え直ししている。

不思議な世界の様子を描き，不安そうなまゅの気

持ちを表してから，おかしの世界にいることに気

付くように表現した(表4)0r表現を広げたり深め
たりする。jとしづ本時のめあては， 十分達成して

いる。他の児童の作品を見ても，ホワイトボード

に書き込んだ内容を生かして，推敵している。内

容も，本時の目標に到達している。一人ではでき

なかった領域に踏み込み，想像を広げたり深めた



りした結果であり，思考の倒ヒと考えることがで

きる。

表4.B児の作品の変化

fhJAI副IJ'Y:Jtt~科ïì自 闘母国旬な学習後

第2JtlIto 第2場面
1'1を附けると，そこ 円を開けると，そこは，盟fJ.点ではありませんでしたe

出Uflr，(ではなく，おか 「ここは，ど二なんだろう。J
しのtl!:界だった。とつ と言し、ながらあたりを見J百|しましたすると，おかし
ぜんこんな7告がしたコ Ujwーがあったので，

「あなたぼ間情l点、ら来 「ここl主おかし広社世界な!vt.二J
f二日〉つJ と，まゅはつぶやきましたすると，とうぜん女の子

見ると1;:0)1こが立って の声がしました
L、fニ 「あなたは矧京から来たのうJ

まゅはびっくりしながらも後ろを向きましfニャ見ると
女の子が立って，ましむ

ただここで考えたいのは，B児が本当に書きた
い内容で、あったかということである。A児はB児

の気持ちを聞きながらも，ア ド、パイスと して， 自

分の考えを伝える方が強い。確かに最後にはB児

自身が書いたのだから，車両号し書き上げたと考え

られるのだが，気がかりになる部分も残った

[事例2]

学年，耕ヰ:第4学年，国語科

単元名・「はっとしたことを詩に書こう。J(表5)

実践日時:平成25年12月18日(水)

本時の目標:詩に書いた自分の思いを語ることを

通して， 書いた内容を整理したり 3 さらに広げた

り深めたりすることができる。友達の作品に質問

したり気付きを伝えたり しながら，友達の作品lこ

対する思いを感じ取ることができる。

表5.単元計画
時数 主な学習内容

1. ~ l 単元の学習内容を知り，学習の見通しをもq

(J) Jつのテーマで，全員でイメージ7 ツプを作る。

(2) r雪Jをテー"71こイメージマップをつくる。
(:3) r雪jをテーマで， 立ち止まったところ JL、が弱Jし、たと

ころを中心I;:_~'寺を書く 。
2 自分のテー7 で詩をつくる。

(1)自分のテー7でイメーシマップをつくる。

(2)自分のテーマで，立ち止まったところ，心カ2重)jし、たと

ころを中心lこ詩を書く。

3.4 自分の作品に文ナする思いを諮る。 JM~き合う。
1. ~ 
( 1)全体て，自分の{らもに対する思し、を誇る。町11き合う。

調寺 (2) グループで? 自づっvコ{科~liこ女同る思L 、をintるー l隠さ合うe
:~ fi (3)開」特感13、を伝える。
5 自分の作品を見直し，推敵する。

。
(1 )詩情寺までの学習をもとに推敵する。

(2) fらもを完投する。
(3) i蔀官、を書く。

(1)グループ学習において(表6)

『見学』とし、う題で詩を書いている C~I己 A 児

は [事例 1] (2)表3のA児である。

C児の作品の変化(表7)を見ると，見学していて

悔しい気持ちと「こんなけがさえなければ」とい

う後悔の気持ちを表現するようになった。また，
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見学してひまだった思いを中心に， 言葉を吟味し

て必要のない部分を削ぎ落としている。

表6.C児の作品への子どもの発話
C児 こんなけがさえなけ*'Uまと少し思.った。

A児後悔したってこと。悔しし、のつ

C児悔しし、と倒丸

A児なんて悔しヵ、ったのつ

D児なんでけがしたのり

C児島北ひ浦のH初、ら落ちたe
A児 傍劉iする)rこんなけがをしなければ」で， けがしたJ:'lhlIh;]i.)ω淵から市
ちて，思ったってことれ

A児つらかったのそo)nli1!).思.1.-¥(まどうだったつ

仁曳ーひまt::...-，t:二三
A児ひまり(首をかしける)

日児けがをしたときの気的ちだよQ

C児痛泊、ったよ，そりゃあ

A児!それじゃあ，けがをし切出してたH脚気持ちはつ

C児 学ぶことι見学だけと:つまんなくてひま。
A児学ぶこともないつ

C児 なくて，座ってし、るだけυ

A児待って。(メそを見て)午ぶことも見学士、けど，つまんなくてひま。陀って

いるだけ。ニオU立保子じゃ/凶 %J寺ちはつ
E児ここ(指をさす)

C 児 ~ftlJ'こアドバイスしょうかと忠.ったんだけどs

D児なぜア).:.パイスしようと思ったのり

C 児.ひまだA、f')"

A児 こういうこと考えていたらひまじゃないじゃんc

c 児:しようと里、ったんfごけど ・-
A児けどっ

C児'実1Tしなヵ、った

A児実行しなし、。(メモ)

表7.C児の作品の変化

防創的な学習白ii I 闘車l.fi(-JZょ学習後
見t宇

ぼくは1'''''けがした
しη もはやると楽u件古it:JJ'
見学ず買剖まちカヤJ可た

見て弘:ことが「昨 'Jt:YJ'. 
ぼくは見てl もt~Hでi

学ぶこともなく
ただ寸寸刀力 、た
そll:J，朝王く1;1;加!uf.:/;，(l、子fをごき ζ
{王くもやりた(..¥c山った
こλ式出T抑制tl.ui
全少しぼくは，Iii!.つに
そして:rくは
とひ称円7f初:

日に人った
そしてぼくはけ'n'ii'し灼し¥11)'11/;'
E頁lこう泊Vνだ・
ぼくは7段てH.がをした、
主文句立とJ<-(l..九

ぼくは7段を見ていて
気{札、たことがあった
こうすると と，<1，:¥、
こう寸ると と，くる
とL、うことに
気(品、た
そして授柴油唱えi>った
長紫士-l5分で
主乱時首Jt:t;，

(まくlこaとても
長く感じた

見守二

ぼくは手を;7がした
L、つもはやると楽U'(;j哨rt:YJ'.
見守1主長Ll、ことがな泊町た
ぼくは見てlもだ':tで
午ぶことbなく
たたす寸〉って九、た
そグ羽i1fくはみんti:.7J可4干すをできて
やりたlせ恩った
こん似初tさえな:t1.111
と少しくやしくも思つt:.
こう均、いもしf二ゐ

そしてぼくは
とひ痛の7段が
自に入った。
ぼくは7段otがをし丸
そしてぼくは見ていて
気ィ丸、たことがあっt:。
こうすると，とべて
こうすると， とべない
とし、うことtこ気d 九
段主泊終わった
短L唱す:，'11こか
11くにはとても
長く感じた

A児の交流内容であるが，[事例1](2)表3の時

と比べると自分の考えを伝えるというよりも， c 
児の思いを引き出すとしづ行為が強い。C児の思

いを引き出す質問に徹したことで，聴カオzたC児
は交流に対して充実感を得ていることが，表8の

振り返りから分かる。



表8.C児の本時の振り返り
ぼくは自分の'ì..~情合入れているところカむ少々いと出Lったので， 自 51<J J気持ちを

701.ようと，1~J.， 、主したぼくは悔しし吋:-'1を悔とし、うことを書きたL 吐息い主し

た 似こI;t，闘EU判Iて剥いでし、なし、人カ丸、て，アドパイスするとL、う時 実行し
てし匂川靭tあり。そこも芸品、てし、なヵ、ったので!寸け足したいで九lまくl出寸け

足す所がたくさん出たし自分でも思し可字削まなかった言葉も出たのでよかった

です。

(2)一斉型の|制動的な学習において

表9の場聞は， 一斉型の協働的な学習である。

ねらいは， 1つ目に， F児の詩には表れていない内

言を引き出すこと。2つ目に，詩に書いた思いを

板書することで¥思考を可視化し艶里すること。3

つ目に，教師の問い方を共有することである。

表9.F児の思いを引き出すリボイシング
F 児それでそrJ)日~N二、手l分からごみを拾ったり 1 知l らん.;， ~)をずたり ? ほった

からしlこする人がj劇lIf，もちろん教室と沖のこみも減ると，担うので，去がJ
ーこれ1) 、らも見つけたら教室のこみと州こ気付.~、たら自分から拾しザ」、と里
L、ましjこぐ

T こっちにきているわけね，(似書に矢印でつなげる)

U児 質問なん1♂"すと;最初の頃lコllillドにニコj.1r\ i';~ちてL 、たの(こ姶えなかった

とあった!)-ど，教室のこみを拾うことができて，心:んて最初からliiilFのこみ
は治えなかったのlJ"ドl分的思いて拾えなカルったのに ti"..んて次のn姶えた
のかなあ土聞きたいて寸一

F児 んー左ただ後悔しただけでは次の刊と付合うことはCきなし的てすiナv
この主まだったらと、んとFんごみが増えてL、 く とカ ~!;jSbが思く なるとんそう し、

う尽し、があって，j合おうと思し、ました

[' :この辺り (1友書を指さして)

T この辺で七 、し、ですかり「このままではjって考えたんた

G児んー

T 最初jの頃，聴きたいのかな?ゑ初の頃なんで‘自分はJ合えなかった

のかと思‘うつ

F ~f.(_ えーとなん川合おうと忠司たんで寸けと，なんカ面倒くさがうちゃったり
とカ¥見一亡児五Lふりをし一てしまうヵ、らfごったと思.います二

T めんどくさがったり見て見ぬふりをしてし、たということか仏 G右
し、し、ヮ

G児はし'c (大きく領く)
|児だけどこのままめんどくさがっていたら，どんどん4人7兄jJ':凶ヒ
しちゃう泊、ら，あのー拾ったブJがし刊、と思って，十台おうという決

断をしました。

T:ここヵ、ら，こうくるのかとん φそ印で考えをつなく1
r : :肉刷、割ヒするとし、ってし、たね
11児ーめんどくさくて見て見〆よふりをしてしまうとし、う!肝で，ぼくも

同じで， F君はド|分から十合えるようにしたいと書いてあって，ど

うやったらできるのカ，ttとし、うのを聞きたし、と巴いましfこ。
ド児:えーと，どうやったらという州日lじことな/γてすけと;あの状
侃はほんとに悪くなるし，白分庁4合っていればあのあん主りごみ
と泊、At増えないと思ったから，ごみを::-J-皆やしたくないというか，
このままにしてし、れは僧えちゃうと思つ-C，教室はみんながイ吏う

場所だ泊、ら，

T ちょっと待ってね。こ、みを増やしたくな川、 で1 お症は，何つ

F児.教室はみんなが使う場所だから，ごみがなし、ょうじ快適にj品ご

せる方がし花、から，ごみをi皆やしたくないと思いました。

F児の思いを全員で聴く。15分間以上， r児は
立ったまま思いを伝えた。授業者はl番の聴き手

にならなければならないと考えている。F児は何

を考え，何を伝えたいと思っているのかを判断し

ながら聴き，考えを整理した。その1番の聴き手

の姿勢が全体に広がればし、し、と考えている。 リボ

イシングも意図的に行った思し、を引き出したし、

もの，内容を楠徹化したいもの， 話のおFれ に応じ
て適宜使う必要がある。
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G児，F児から質問が出た。内容をよく聴き，も

っと詳しく聴きたいところを質問している。F児

は，あいまいに表現していたことをもう一度，当

時の感動を呼び起こし確かめながら，自分と向き

合い，答えていることがわかる。「ん一JIえーむ

などと立ち止まるところがあるが，自分と対話し

ながら思考を精一杯深めている表れととれる。授

業者や友達の問い返しをもとに3 自分の思いを確

立し，学びを成立させようとしていたので、はない

だろうカも

【アンケート調査】

「コミュニケーション能力の育成」などの効果

を分析するため，春から定期的にアンケー トを行

った。 アンケー卜は表 10 の 4手車~である。

表10.実施したアンケートの種類

アンケー ト名 発行者 ・発行所 刻印{明

1 QU !日沖til並1同士号文化H 6， 12月

2 |守分チェツクシ」 卜 名古泊晴汗ビン々ー 6， 10， 12月

3 社会出向応用問主 凶¥i:f'_ij政策引制f 6， 10， 12月

4 側副Iff.y点さ習lニ叫、て 自作 9， 12月

学級生活満足当支群が30パーセン トから85パー

セントに大きく上昇した(表11)。学級生活満足度

群 85パーセントは全国平均に比べてもかなり高

し、数値である。また，表12は，朝交生活意欲の結

果である。12月の数値はどの項目も全国平均を上

回り，最高点に近づいている。

表 11.ω 「学級満足度尺度」結果のまとめ (%)

6月 12月 全国

学級生活満足群 30 85 38 

侵害行為承認群 18 8 18 

非承認群 18 4 18 

学級生活不満足群 41 4 26 

表12.QU r学校生活意欲」結果のまとめ (点)

6月 12月 全国 五ir~，1弘!~X

友達関係 10 11.2 9，4 12 

字…笛恵…献 9. 9 11. 3 9. 1 12 

学級の雰囲気 8.8 11.5 9. 2 12 
小正公心、i口b、 28. 7 34.1 27. 7 36 

次に 『自分チェツクシート~ (表 13)と「社会性

測定用尺度~ (表14)において， 6月と 12月の各質

問項日の平均値を比較し，上昇ポイントが高いも

のを示す。表13の質問項目をみると，クラスの人

間関係が協力，認め合い，思いやりに基づき，自

己肯定感が上昇していることがわかる。表 14の質

問項円からは，クラスの円滑な人間関係，自己有

用感，学級愛などの上昇が顕著である。



表13.~自分チヱツクシート~ (4段階評価)

質問項目 6月 12月 差

クラス』丈仲良く協力し合っているか 2.6 3.6 1.0 

7ラスI主止到なたを「ナコ、jと認めてくれるか 2. 7 3.6 O. 9 

友達に自慢できることはあるか 2.9 3. 7 0.8 
友達の知怯許してし、るか 3.2 3.8 0.6 

表14.~社会tì3則定用尺度~ (5段階評価)

質問項目 6月 12月 差

秘主クラスの人としりも仲良くしてb、る 3. 1 4. 7 1.6 
;flJ本クラスの人の役に立っていると感じる 2.6 3. 9 1.3 

1ヨJ立，大人の人の役に立ってしもと感じる 3.1 4. 3 1.2 

私には，いろいろなょいところがある 3.2 4. 2 1.0 

私は，このクラスになってよかった 3.4 4. 3 0.9 

最後に， u協働的な学習について』のアンケート
結果を示す(表 15)。質問項目は，全f恥杓に高い
数値である。特に「協働的な学習は好きだ」が 3

か月の聞に0.4ポイント上昇している。また， 12 

月の ['j制動的な学習は楽しし¥J['好きたい 「やる

気がでる。J['何とか解きたくなる。J['友達と話し

やすくなる。J['友達関系がよくなる。」 は全て3.8

ポイン卜以上である。なお， 自由言己主については

考察で分析してして。

表15.~.↑刻動的な学習につし、て』 のアンケート (4$野謡判面)

質問I頁目 9月 12 差

月

制醐4此学習出楽ししL 3. 7 3.9 0.2 

2 制覇肋な学習尚子き1二 3.5 3.9 0.4 

3 協f聯句な学習は.やる気がでる。 3.6 3.8 0.2 

4 協働i句な学習は，内容を理解しそ寸九も 3. 7 3. 7 。
5 I甜雌そ配管習志峰u慨重でもと:ιんと泊僻きた〈なる 3.5 3.8 0.3 

6 協倒的な学宵は， 新しし、発見や詳しし、考 3.6 3. 7 0.1 

えにたどり清きやすしも

7 百割削杓な学習は友達と話しゃtくなる。 3.7 3.9 0.2 

8 「私{鋭Vよ学習は友適期利tよくなる。 3.5 3.8 O. 3 

9 協働的な学習は，友達の学ひ方のよさに 3. 7 3. 7 。
気付くことができる。

10 同J醐γd持明丈自分<111(肪を振り返ることポむきる泊 3.5 3. 7 0.2 

4 考察

(1)意欲に関わって

[アンケート調査]自由記述の中に 「協働的な

学習は，みんなで意見を出すのが楽しし、。楽しい

から好き。好きだ、からやる気が出る。」とし、う感想

があった。そこには話すことによって親身に相談

にのってくれる仲間がし、た。信頼に支えられた人

間関係のもとで，人はもっとも強く意欲づけられ
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る。また，協働的な学習には2つの責任が生じる。

仲間を高めるための援助をつくす責任ι仲間の
援助に誠実に応える責任である(杉江， 2011)。

4月当初から大事にしたのが，ファシリテーシ

ョンスキルで、ある。岩瀬ちょん(2011)を参考に，

話し合いの仕方，質問の仕方などのスキノレの向上

をねらい，カードを作り，繰り返し経験させた。

ホワイトボードを使い，話し合いをさせた。これ

は[協働的な学習Jの基礎づく りととらえている。

基礎的言語スキルがあり，話し合いのノいーノレを確

立していることが基盤にあった。ブアシリテーシ

ョンでは， 集まった人たちで、グラウンドルーノレを

出し合し市信忍するところから始まる。コミュニケ

ーションや情報の共有化を進める上で、のノレールで、

ある(堀， 2004)。その結果が「みんなで、ゃった方

が失敗してもみんなが励ましてくれるから。J['安

心して話せる仲間がし¥る。」としづ感皆、につながっ

てくる。大きな要因となっているのは，聴き合う

関係が成り立っていることである。

次に， [事例11(1)①からは，ゴ、ーノレが明確で，

子どもの気持ちに沿った単元構成を行うこと，課

題が明確であり，本時は何をすればよし、か子ども

たちが耳撫して学習を進めることの必要性がわか

る。協働的な学習の目的が共有化されることによ

り， 内容も深まっていた。

最後に， [事例21(1)表8の振り返りからは，

「学習できたJとしづ満足感を得ていることがわ

かる。協働により，自分が気付かなかったところ

への気付きを意識できたのである。この満足感も

意欲につながっていると考えられる。

聴き合う関係が成立している状態において，課

題が明確であり，話す機会が側章されている。そ

の上で， 自分の中に学習できたという満足感が持

てれば ['学習意欲Jfこつながっていくということ

が明らかになった。

(2)知識の習得と思考の深化に関わって

[事例11(1)②から，思考をホワイトボードに

可視化して，考えを共有し，書きながら考えを整

理していた。「こっちに書く?J['ここつなげる?J

I何色?Jなどの言葉は，自分たちの考えを構造的

にわかりやすく表現しようとしている結果である。

[事例21(2)表9からは，授業者のリボイシン

グや子ども同士の質問により，言葉を捉え直し吟

味し，再構築している様子がわかる。

子ども比思考を深めなくても口先だけの言葉を

発することがある。 問い返すことによりそのあい

まいさや考えの浅さに気付く。小.J11 (2003)は，言

語は，人間の思考を高め深めると同時に， 言言吾を



媒介にした理E解が「分ヵ、ってもいないことを，い

かにも分かったつもりにさせてしまう」危険性を

持っている。言語記号を主体とする国語教育は，

「分かっていないことを，し可かにも分かったつも

りにさせてしまうj としづ国語教育でもある。そ

れが，内言と外言の軍離を常識とし，真情と事離

した言芭bを日常生活の常吉哉としていると考える，
としづ。さらに，個人が表現主体として，独自の

表現内容を創造し表現方法を工夫してし、く力を育

てるには，表現内容を文字や音声に記号化する以

前の，感性を主体とする「未発のことばJに着目

することを童話見している。記号以前のことばにつ

いては， ヴ、イゴ、ツキーによって，外言習得後に形

成され思考を支える「内言」の相主が指摘されて

いる。また，湊 (1987)は，言語活動の形態を，

「話す・聞く ・書く ・読む」の4つの外言による

活動形態に 「内的言語活動Jを加えて，五形態と

した。それを受けて小川 (2003)は， I外言の 4

つの言語活動形態は，個人の認識を主体とした内

言領域における内的言言苦活動の自己表現という映

像であるJと位置付けた。この内的言語活動に迫

ることで思考の深化を図るということであろう。

筆者は，協働酌な学習を通して，それが可能にな

ると考える。

言思題に関して， 目標や題材，子どもの実態に合

うことも必要である。[事例 1](2)表3では，友

達からのアドバイスが本当に受け入れられるもの

で、あったのだろうか，疑問に残った。内言を引き

出すには，交流する意味がある。その交流はア ド

バイスではなく，質問し合うことだ、ったので、はな

いだろうか。「この辺どんな意味だ、ったの。Jiどう

してそう思ったの'?Jなど内言に迫る質問をし，

表現させていくことが思考の深化につながるのだ

ろう。また，自分の言葉で書かせるには，子ども

たちの概念くだきが必要になる。抽象化されたも

のをより具体的にさせることである。それを実践

したのが [事例2](1)表6になる。A児は同じ子

どもである。「アド、パイスをイ云えるJ(表3)から「思

いを引き出すJ(表 6)に代わっていることが分か

るG この相互作用により，思考ずる方にとって，

前者は思考を広げ，後者は，思考を深めている。

特に後者は内的言語i舌動が活発に行われている。
2人で説明したり話し合ったりする時に何を知

っているかを話し合うのではなく， どこがよく理

解できていないのか，ど、こが問題か，どこを知り

たいのかを相互に明確にしてし、く過程が，理解を

深めるのに重要であるということである(秋田，

2012)。思考の深化には，聴き方(質問力)にも大
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きく影言書するといえる。

実習固において i自分たちの暮らしを自分たち

で|合しむ。」 としづ実践があった。普段の生活の中

から，ふと立ち止まって見つめ，出し合う。そし

て自分たちの暮らしを創るとし、う授業活動で、あっ

fらその源泉ともなる活動が，気付きの生活文を

書くこととスピーチだっfこ。普段，日には見えて

いても，見えないものがある。ふとそこに立ち止

まって，息吹を与えることにより見えてくる。息

吹を与えることにより言葉が表れ，その文橡が見

えてくることになる。その中には自分の経験なと

も大きく影響するし，まずは，立ち止まろうとす

る意識がなければ始まらない。協(出jの中で思考が

深まる行為とは，この過程の中に教師や子ども同

士のリボイシングや質問があり，立ち戻ることで

ある。そこで考えを再構築する。そして言葉を紡

ぎ、表出することになる。

援助要請や援助を与える際の具体的な方法のモ

デノレを，教師自身が一斉授業の中でも示すことも

必要であろう(表 9)。それを見て学び方を学ぶこ

とになるからである。つまり，授業者がどこでど

んな形で¥グ、ループ。や一斉学習を展開するのかデ、

ザインすることが重要になる。

最後に，中学校で国語の授業を実践されていた

菊地喜弘氏は「学び合v、の授業にはつまずきを生
かす，生かし合うことが大切だLそのためには，
子ども理解が何より重要になる。Jとし、う。本時に

いたるまでの子と、もたちは生活環境や経験など一

人ひとり違ってし、る。その子どもたちを見つめ，

支援してし¥かなければならなしLそのため授業中

子'とーもたちのつぶやきや表情，醸し出す雰囲気な

どを注意深く感じ取る必要がある。それに基づき，

子どもの考えをつないでいくことが大切である。

(3)コミュニケーション能力の育成に関わって

[アンケート調査]の結果をみると， QUをはじ

めとする各アンケートから向上が見られた。表 11

からは，学級生活満足群が増加したことがわかる。

/いーノレとリレーションの石宜立がなされたことを意

味している。ノいー/レとは，学級内の対人関係に関

する/レ~ーノレ，集団活動 ・生活をする際のノトーノレで、

ある。対人関係のトラブルが減少し，傷つけられ

ないという安心感の中で，友人との交流も促進さ

れている。リレーションとは，互いに構えのない，

ふれあいのある本音の感情交流がある状態である。

子ども同士に仲間意識が生まれ，集団活動が協力

的に，活発になされる(河村， 2006)。また， ~自

分チェツクシートj](表 13)からは，クラスの人

間関係が協力，認め合い，思いやりに基づき，白



己肯定感が上昇していることがわかる。『社会性測

定用周支.~ (表 14)からは，クラスの円滑な人間

関係， 自己有用感，学級愛などが上昇しているこ

とがわかる。これらの結果は，コミュニケーショ

ン能力の向上があったからこそ表れた結果である，

と考えられる。

しかし，これらの3つのアンケー卜では，判交

生活のさまざまな要因が考えられ， I1制動的な学習
における効果であるJと限定することはできなしL

そこで、行ったのが i協働的な学習についてjのア

ンケート(表 15)である。質問 1"-3は意欲項目，

4"-6は知識玉里解・思考深化項目， 7・8はコミュニ

ケーション能力項目， 9' 10は自分自身を見つめ

る力項円である。ほぼ全項円が最高点4に近づい

ている。特に官欲項目，コミュニケーション能力

項目は非常に高い。「しゃべれない人でも協働的な

学習だといろいろなことが，分かり合えるから。I

という感皆、がある。教室空間の中で，大人が思っ

ている以上に，話すきっかけを待つ子と、もが多い

のではないだろうか。機会を作れないのであれば，

教師がそのきっかけを授業の中に意図的に仕元且ん

でいく必要がある。

(4) 自分自身を見つめる力に関わって

「協働的な学習」についてのアンケート自由記

述に i友達や自分のよさに気付ける。Ji相手が何

を伝えようとしているかわかるし，自分の考えが

足りなヵ、ったことがわかる。Ji友達のよさも気付

くこともできるし3 自分のも振り返ることができ

る。」など， 自分自身を見つめる力に関するような

回答が65パーセント以上あった。学校での学びは，

人間形成に向かっていくものであると考える。「協

働的な学習」の中で友だちと比較しながら自分を

見つめ，聞い直していることがわかる。

5 到達点と課題

(1)到達点(明らかiこなったこと)

授業は無数の要因が絡み合って，奇跡の 1授業

を創る。本研究で明らかになったことはあるが，

教育内容と無関係に授業技術として，定式化，法

員1J1七することは難しい。協{動的な学習は手法では

なく教育の原理だからである。ク、、ループ。学習が協

働的な学習とし、うわけではなく， 一斉型の|制動的

な学習があってもよしL しかしながら，本研究に

おいて，無数の要因の広がりを，少なからず焦点

化することはできたと考える。授業を基にしなが

ら，それを焦点化し明らかにしていく研鎖こそが，

授業力を上げていくことにつながる。そういった

暗躍貫を積んでいくことこそ，子どもを中心に据え
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た協働的な学習の機能を生かした授業を創造する

ことになるとし、うことが分かった。

(2)乱琶

今回の授業実践は，国語科の「書く」領域で行

ったものばかりである。他教科，他領域ではまた

違ったものになるだろう。いずれにしても，毎日

の授業の営みの中で，深い児童理解と省察の繰り

返しが必要になってくる。

今回，明らかになったことも含め，学習過程に

おける協働的な学習の効果とその効果に影響を与

える要因を，今後もさらに検討し，実践していき

たいコ
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